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初　版 1842 1842 1842 1842 1842 1842 1842 1842
第2版 1843 1843 1843 1843 1843 1843 1843
第3版 1846 1844 1844 1844 1844 1844 1844
第4版 1846 1846 1846 1846 1846 ・1846
第5版 1854 1853 1853 1853 1853 1853 1853
第6版 c．1860c．1860c．1860c．1855c．1860
???The　original」Mother　Goose　’s　Meloay（7）
ComPαrative　Stu（lies　in　Nursery　Rhymes（8）
The　Oxfont　Dictionary　of　7Vursery　Rhymes（9）
The　A　nnotated　Mo　th¢γGOOSθ（10）
The」Nursery」Rhymes　Of　England（復刻本）（11）
Three　Centuγies　of」Nursery　Rhymes　and　Poetry∫for　Children（12）
GMother　Goose，ノfrom　Nursery　to　Literature（13）
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HBibliograPhical　lntroduction（14）
皿．　アメリカの海賊版
　さて，アメリカで出版された海賊版というのは，Mother・Goose・’S・Melodies（15）の復刻本（16）の
Introduction（17）において，
．．．and　most　of　the　other　material　is　lifed　bodily　from　J．0．　Halliwell’s　Nursery　Rhymes
of　Englαnd，　the　third　edition　of　which　Munroe　and　Francis　had　printed　in　stereotype
（pirated　from　England）in　1843．
　……そして，その他の材料の大部分はJ．0．ハリウェルのThe　Nursery　Rhymes　Of　Eng－
　landからそっくり無断引用されている。同書の第三版はマンロウ・アンド・フランシス
　が1843年に（イングランドから票‖窃された）ステロ版印刷法で印刷したものである
と言及されているもののことである。
　この海賊版は，さいわいにもデトロイトのSinging　Tree　Pressから1969年に復刻出版され
ている。この復刻本によると，扉（写真①）にはたしかに‘Third　Edition’および‘1843’と印刷
されているのである。
　このことは
　　（1）復刻本の原書である海賊版は第3版
　　　を原本としており，
　　（2）元になった第3版が1843年に出版さ
　　　れた（あるいは，海賊版そのものが
　　　1843年に出版された）
ことを示していると考えてよいだろう。
　ところが，先に示した重版の出版年に関す
る諸説の一覧表に見るごとく，1843年にはま
だ第3版は出版されていなかったはずなので
ある。
　これから推論されることは，この海賊版が
　　（1）1843年に出版された第2版に基づい
　　　て同年に出版されたか，
　　（2）1844年に出版された第3版に基づい
　　　たものでありながら，なんらかの理由
　　　で出版年を1843年と偽ったか，
　　（3）本当に1843年に出版されていた第3
　　　版，またはそれと勘違いされるような
　　　版に基づいて出版されたか
の3つであろう。
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そこで，まず，この海賊版に載っているPrefaceを見てみると，
　The　first　edition　of　this　work　was　printed　at　the　close　of　the　year　1841，　with　a　view
only　to　a　limited　circulation　among　the　members　of　the　Percy　Society；but…
　　この著作の初版は，パーシー協会の会員だけに配布する目的で，1841年の終わりごろ
　に印刷されたのであるが，しかし……
に始まって，
　　…Ihave　now　to　add　my　best　thanks　to　R．　S．　Sharpe，　Esq．　William　Chappell，　Esq．
　and　E．F．　Rimbault，　Esq．　for　a　few　interesting　contributions．
　　　ここに，二，三の興味深い資料提供に対し，R．　S．シャープ氏，ウィリアム・チャッペ
　　ル氏とE．F．リンボウルト氏に深甚なる感謝を追加しな
　　ければならない。
　と終わるまでの文章と，また，‘oct．31st，1842’という日付ま
でが，第2版（18）のものとまったく一致していることが分かる
のである。
　　さらに，この海賊版に収められている伝承童謡の数（通し
番号でCCCCXまで）を，各版所収の唄の数（19）と比べてみる
と，第2版と一致していることが明らかになる。
　すなわち，
　　（1）Prefaceの文章が一致している，
　　（2）所収の唄の数が一致している
ことなので，「アメリカの海賊版はイギリスの第2版に基づいている」と一応結論づけられるこ
とになる。
IV．第2版と海賊版の比較
　海賊版が第2版に基づいたものであることに一応結論づけられたわけであるが，さらに詳し
く両版の内容を比較検討してみることにする。
1．唄の数と分類
　まず，第2版と海賊版の頁割り，唄の分類と分類別の唄数を比べてみると次の通りになるの
である。
　こうして見る限り，頁割りはともかく，唄の分類，および分類別の唄数がまったく一致して
いるので，第2版と海賊版はまったく同じ内容であるように思われるのである。
唄の数
初版（1842） 300（20）
第2版（1843） 410
第3版（1844） 468
第4版（1846） 547
第5版（1853） 659
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第2版（1843）海賊版（1843）
Preface 4頁 3頁
Contents 2頁 1頁
1．Historical 20頁（26） 19頁（26）
2．Tales 76頁（104） 75頁（104）
3．Jingles 14頁（37） 14頁（37）
4．Riddles 9頁（28） 8頁（28）
5．Proverbs 4頁（12） 4頁（12）
6．Lullabies 4頁（10） 4頁（10）
7．Charms 4頁（8） 4頁（8）
8．Games 25頁（17） 24頁（17）
9．Paradoxes 3頁（8） 3頁（8）
10．Literal 3頁（8） 3頁（8）
11．Scholastic 3頁（7） 3頁（7）
12．Customs 4頁（8） 4頁（8）
13．Songs 32頁（94） 30頁（94）
14．Fragments 4頁（10） 3頁（10）
15．Translations6頁（14） 5頁（14）
16．Appendix 7頁（19） 11頁（19）
17．Notes 32頁 32頁
18．Index 9頁 12頁
265頁（410） 262頁（410）
（）内の数字は唄の数を示す
2．唄の内容
　次に，所収されている唄の内容と順序について比較してみることにする。
　第2版においては，100番に
The　cock’s　on　the　dunghill　a　blowing　his　horn；
The　bull’s　in　the　barn　a　thrashing　of　corn；
The　maids　in　the　meadow　are　making　of　hay；
The　ducks　in　the　river　are　swimming　away，（21）
　雄鶏は堆肥の上で大きな声で鳴いている
　雄牛は納屋で小麦を脱穀している
　娘たちは牧草地で干し草を作っている
　川にいる鴨は泳ぎ去って行く
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という唄が入っているのに，106番に
The　cock’s　on　the　dunghill　a　blowing　his　horn；
The　bull’s　in　the　barn　a　threshing　of　corn；
The　maids　in　the　meadows　are　making　of　hay；
The　ducks　in　the　river　are　swimming　away．
という唄が置かれている。この2っの唄は，単複の点、（meadowとmeadows，　riversと
river），および同語異綴りの点、（thrashingとthreshing）においてしか相違がないので，同じ
唄であると断定してよいのである。
　海賊版の方を見てみると100番には，第2版の100番の唄と同じ唄があり，106番には
Hinx，　minx　the　old　witch　winks，
　The　fat　begins　to　fry；
There’s　nobody　at　home　but　jumping　Joan，
　Father，　mother，　and　I！
ヒンクス，ミンクス，老魔女がウィンクする
　脂肉が油で揚がり始める
　はね回るジョウン，父さん，母さん，
　それに私以外には家に誰もいないよ
という唄が来ている。
　しかし，この唄は第2版の方では404番に置かれているもので，これに伴ってさらに唄の移動
（繰り上げ）と追加がなされていることが分かる。その様子を表にして示すと次の通りになる。
第2版（1843） 海賊版（1843）
100番 The　cock’s　on　the　dunghill　ablowing　his　horn；
The　cock’s　on　the　dunghill　a
blowing　his　horn；
106番 The　cock’s　on　the　dunghill　ablowing　his　horn；
Hinx，　minx！the　old　witch
winks，
404番 Hinx，　minx！the　old　witchwinks， To　market，　to　market，
405番 To　market，　to　market， As　I　was　goingo’erWestminster　bridge，
406番 As　I　wasgoing　o’erWestminster　bridge，
Every　lady　in　his　land
407番 Every　lady　in　this　landWhiskum　whaskum
408番 Whiskum　whaskumIn　fir　tar　is，
409番 In　fir　taris， Black　we　are，　but　muchadmired；
410番 Black　we　are，　but　muchadmired；
The　Life　and　Death　of　Jenny
Wren，
（すべて唄の一行目を引用してある）
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　海賊版の方で410番として追加された唄は6頁にまたがる大変長い唄があり，しかも，唄の番
号（CCCCX）のあとに‘（see　p．67）’と付け加えられているだけではなく，さらに，唄の番号と
詞句の間に
〔The　following　is　a　copy　of　an　old　book“printed　and　sold　by　T．　Evans，79，　Long－Lane，
London”，100　years　ago．〕
　〔次の唄は，ロンドンのロングーレイン79番地に住んでいたT．エヴァンスが100年前に印
　刷・発売した古い本から転載したものである。〕
という説明が挿入されているのである。
　このように，海賊版の方では
　　（1）唄の順序の変更
　　（2）新しい唄一点の追加
がなされているだけではなく，
　　（3）追加された唄には，他の唄への参照と，出典の説明が付けられている
のである。これだけの補訂作業がなされている以上，ハリウェル本人の手が入っていると考え
る方が自然のように思われてならない。
3．その他
　さらに，第2版の扉（写真②）を海賊版の
それ（前掲）と比べてみると，次頁のような
相違も見つかる。
　ハリウェルがトーマス・フィリップス卿の
長女ヘンリエッタ・エリザベス・モリニュー
と結婚したのは1842年8月9日であった（22）
が，フィリップスという姓を加えたのは1872
年になってからとされている（23）ので，著者
名に変更が加えられたのはずっとあとのこと
しか考えられないことになる。
　改訂の表示法を見ると，海賊版の原本はそ
の前の版に追加がなされただけであることを
示していると言えよう。たしかに，第2版と
比べると，唄の削除（1編）と順序の移動（7
編）の他には，1編の追加がなされているだ
けである。したがって，この追加を表示して
いると考えてよいのではないだろうか。
　出版年の表記については，イギリスでは
ローマ数字がいぜんと使用されていたが，ア
メリカでは早くからアラビア数字で示すのが
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写真②　第2版の扉
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第2版（1843） 海賊版（1843）
著　者　名 James　OrchardHalliwell，　Esq． James　OrchardHalliwell－Phillipps
改訂の表記 with　Alterations　andAdditions with　Additions
出版年の表記 MDCCCXLIII 1843．
一般的になっていたことを反映したものであるに過ぎないと考えてよいだろう。
V．おわりに
　このようにThe　Nursery　Rhymes　of　Englαndのアメリカ海賊版とイギリス第2版を比較検
討してきた結果，
　　（1）Preface，分類別の唄数などの点からみれば，海賊版は基本的に第2版に基づいたもの
　　　であると言えること，
　　（2）所収の唄の内容と順序を比べてみると，海賊版の方には第2版への訂正（1編削除と
　　　移動）と追加（1編）のあとが見られること，
　　（3）その補訂作業はけっこう手がこんでいて，ハリウェルが自分で行なったと考える方が
　　　自然であると言えそうなこと
　が明らかになったと考えられるのである。
　これらのことは「第2版に訂正追加を施した補訂版がイギリスで出版されていた」という可
能性を暗示していると受け取れるのであり，海賊版はその補訂版を無断出版したものであると
いう可能性が高いということになるわけなのである。
　未だ断定はできないものの，第2版と第3版の間に，第2版の補訂版が出版されていた可能
性のあることを推論してもおかしくないことを示し得たものと考えるものである。
注
（1）1842年版はロンドンのT．RichardsによってThe　Percy　Societyのために印刷された。　この
　1842年が同書への初版であるとするのが通説である。
（2）今日では「イギリスとアメリカにおいて古くから口諦によって伝承されてきた童謡」を指してい
　ると解釈するのが一般的である。本稿においてはイギリスに限っても差し支えない。
（3）To〃2〃2y　T肋〃2bSPγθτ砂Soηgβoo∂Vol．II（1744年）は39編Mo伽γGoos¢SルZθZo吻（1781年）
　は51編，Gammer・Gurton・’s　Garlαnd（1783年）は約80編，　Mother・Goose・’s・Melodies（1833年初版）
　は160編の唄を収めているが，The　IVursery　R　hymes　of．Englandには，1842年版において，299編の
　唄が収められている。
（4）Iona　and　Peter　Opie著。　Oxford　University　Press（Oxford）から出版。
（5）「複刻：マザーグースの世界」（ほるぷ出版，1992年）の一冊として復刻出版されている。ケンブ
　リッジ大学図書館にはハードカバーで装丁しなおされていないペーパーカバー本が蔵されている。
（6）The　Bodley　Head　Ltd．（London）から1970年に出版。
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（7）Joe　Munsell’s　Sons（Albany）から出版。　Isaiah　Thomas（Worcester，　MA）が1794年に出版した
Mother　Goo鹿S　Melody　　この原本は1780年にイギリスで出版された　　の復刻本で，　William
　H．WhitmoreによるPrefaceの中に出てくる。
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
Lina　Eckenstein著。　Duckworth＆Co．（London）から出版。
（4）
W．S．　Baring－Gould　and　C．　Baring－Gould著。　Bramhall　House（New　York）から出版。
（6）
Iona　and　Peter　Opie著。児童書展のカタログとしてOxford　University　Press（London）から出
　版。
（13）Gloria　T．　Delamar著。　McFarland　and　Company　Inc．（Jefferson，　NC）から出版。
（14　「複刻：マザーグースの世界」（ほるぴ出版，1992年）の解説書。所収のG．Averyの解説文中に出
　てくる。
（15）1833年にMunroe＆Francis（Boston，　MA）から出版。
（16）1970年にDover　Publications，　Inc．（New　York）から出版。1840年代にC．　S．　Francis　and　Com－
　pany（New　York　and　Boston）から出版された版本の復刻。
（17）E．F．　Bleilerの執筆。
⑬　John　Russell　Smith（London）が出版。
⑲　「複刻：マザーグースの世界」（ほるぷ出版）の解説書に収められているG．Averyの解説文によ
　る。
⑳　実際のところは299が正しい。173番から175番へと飛んでいて，174番が抜けているからである。
⑳　この唄は初版には含まれていない。ちなみに，Gαmmer　Gurton　’s　Garlandの1810年のPart皿に
　The　cock’s　on　the　dunghill　a　blowing　his　horn；
　The　bull’s　in　the　barn　a　threshing　of　corn；
　The　maids　in　the　meadows　are　making　of　hay；
　The　ducks　in　the　rivers　are　swimming　away．
　という詞句で入っている。
（22）　The」Dictionary　of．〈la　tionαI　Biogral）h，y｝こよる。
㈱　同上。
